
















































　看護学生 1 年生 70 名を対象に，看護技術方法論Ⅰの生活援助技術の習得を促進するために，ケアシート
　( 以下，シートとする ) を用いた課題を提示して，技術練習により学生の自己効力感が変化するかを明らか
にした．自己効力感の測定には一般的自己効力感尺度（GSES）を使用した．自己練習前に比べて練習後で






















































用いた（資料 1）．この尺度は質問が 16 項目あり 2




































　4 月から 7 月の間は，月曜日の放課後 3 時間，　


























項目 1から項目 5，項目 6と項目 7，項目 12 ～項目
14 の合計 9 項目と「失敗に対する不安」に当たる







年齢の平均は 19.0 歳（18 歳～ 27 歳）である (表 1)．





比較では，自己練習開始前の GSES が 4.95 ± 3.53









積極性」は，練習前が 2.41 ± 1.92 であったのに対
して練習後は 3.15 ± 2.31 であった．「失敗に対する







群と減少群の 2群において有意差があった (表 4)．
5．GSES得点の年齢別比較
　学生を 10 代と 20 代に分けて，練習前後の GSES
得点平均値を比較した ( 表 5)．10 代の GSES 得点























　10 代の GSES 下位尺度を練習前後で比較した結
果を表 6 に示す．3 つの下位尺度すべてにおいて，
練習前後で有意差があった．「行動の積極性」は，
練習前が 2.34 ± 2.01 であったが，練習後は 3.16
± 2.44 であった．「失敗に対する不安」は，練習前
が 1.36 ± 1.39 で，練習後は 1.83 ± 1.50 であった．
「能力の社会的位置づけ」は練習前が 1.03 ± 0.98 
に対して練習後は 1.29 ± 1.18 であった．
7．自己練習アンケート結果












い」は 93％で，項目 11 の「友人と一緒だと練習効















































































































点が 2 ～ 4，成人では 4 ～ 8 の GSES 得点の場合，
自己効力感が「低い傾向にある」値である．値だけ



















































































　学生全体を10代と 20代に分けて(表 5) (表 6)，











































S， Jacobs，B．& Rogers，R，W． (1982)：


















































































































































                
   






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































   
全 く 当 て は ま ら な い
あ ま り 当 て は ま ら な い
や や 当 て は ま る
非 常 に 当 て は ま る
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